
平成30年度 事業経過報告 pl

項目 平成30年度運営視点 

運営視点実践報告 

施設運営面 ・施設環境、設備、運営の安全な 管理を行う。 

1、介護保険法・運営基準に定められた、運営推進会議(運営基準第85 
条)を2カ月に1回開催し、家族代表、町職員、自治会長・地域包括支援 
センター職員・防災ネットワーク日向大郷支部監事・施設職員等で会議 
を開催し、施設で提供しているサービス内容の報告・利用者情報・待機 
状況・健康管理情報・事故報告と対策法、・職員情報、誕生会や敬老大会 
招待等、施設の事業内容を報告・確認・意見を頂き運営を行った。 

・運営推進委員と情報を共有して 施設運営に反映する。 

また、緊急時対応についての講義、実技研修を運営推進員の方より指導 
いただき、技術の向上を図る取り組みを行った。 
2、指定認知症対応型共同生活介護事業所は、厚生労働省の指定基準に 

・地域行事の協力、参加で地域と より自己評価及び外部評価の実施が規定されている、外部評価は原則、 

の協力体制作りを行う。 
年に1回は実施することと定められるが、一定の要件を満たす場合には、 
申請により2年に1回とすることができるとあり、平成30年度は緩和申 
請受理にて、自己評価のみの取り組みを行い、内容を確認しながら意識 
改革・利用者支援に反映する取り組みを行った。 
3、西郷峰区自治会員として、地域の回覧版で情報提供を頂き行事参加 
や道路清掃、町民運動会見学、公民館掃除、町一斉防災訓練に参加し、 
地域との交流を行った。 

利用者支援 (精神面) 

1、ケア会議で課題分析し、介護計画を作成し支援内容に基づき支援を 
行った 

2、外出・自宅訪問・買い物支援で精神面の安定に努めた。また、日々 

担当者会議で情報を基に介護計画 書を作成し、モニタリングを実施 

彿佃などの周辺症状がある利用者の、居場所の確認、安全確認を行いな 
がら、「歩いて納得された頃」に、車で迎えに出向き、声掛けして乗車頂 
き施設に戻って落ち着いて過ごして頂く工夫を行った。また職員と茶碗 

しながら利用者を支援する。 洗い作業や、野菜の皮むき作業をして、作業に集中する中、施設に留ま 
って頂く対応や、ご家族の話題で声掛けするなどの支援を行い、1名の 
職員配置時間で、限りある体制時は、作業の集中や、関連した会話を進 
めながら、精神安定し施設に留まって頂く工夫で彿佃の対応を試みるこ 
とも多くあった。対応時は常に拘束とならない声掛け・高齢者の尊厳を 
重んじる支援に心がけた。 
3、家庭的な住環境で生活する中、利用者が安心、安全な生活が送れる 
よう、施設内の環境整備で、移動したい場所に歩いて行ける環境作り、 
着用したい衣類を自己選択し着用できる環境を整えて、自由・自立支援、 
ADし低下防止・個性を発揮できる生活支援に心がけた。 
掃除・洗濯物たたみ作業・食事前の野菜の皮むき作業などの昔から培っ 
た作業を手伝って頂き、精神の安定、能力の維持に努めた。 

利用者支援 協力医療機関や、随時必要な専門医医療機関を受診し、既往症の管理・ 
(健康管理) 日々の服薬による健康管理・突発的な病状管理を行い、安心・安全な生 

毎日、バイタルチェック・排泄・ 活が送れるように支援した。 
食事摂取記録を残し健康管理に また毎日のバイタルチェック・排泄状況・食事摂取状況を記録管理し、 
反映する・定期受診・服薬管理・ 健康管理に反映しながら主治医と連携し支援を行った。 
主治医との連携で利用者の健康 重度化や・施設移動申請受理等、必要な相談事項を各機関に相談・打診 

管理を行う。重度化を踏まえた 施設との協力体制を図る。 

しながら支援を行った。 

利用者支援 
1、「重度」化が進む中、それぞれの方の身体状況に沿った食事形態を取 
り入れ、普通食・ペースト状・一口大カット等、岨囁機能・蝶下機能に 

(食事) 沿った食事形態で提供し、食事摂取量安定や栄養状況の維持向上に努め 
入所者が出来ることを支援する た。 

視点で職員と共同で食事の準 2、随時感染症の発生時期に配慮しながら、刺身の日を1日・15日に設 
備・調理・食器洗い等を行う。 定し食事提供を行う事や、行事食の利用や季節料理・外食で食事を楽し 
バランスの取れた献立に配慮す んで頂く工夫を行った。 
る。 3、調理終了後の機器の消毒・台所の消毒・毎月、食事提供に関わる職員 

の検便・「1ケア1手洗い」を実践し、食中毒感染予防に努めた。 

利用者支援 (排泄) 

1、便秘による疾病や精神不安定の防止・苦痛のない排便コントロール、 
が出来るよう、排泄記録で周期を記録管理し排便の支援を行った。必要 
な排便薬については主治医に相談しながら、トイレでの排便につながる 
支援に努めた。 

2、排泄量や使用時間に対応したパット使用に心がけ、経費節減、資源 
節減に取り組んだ。 



利用者支援 (移動) 

事故対策を検討し、介護機器を活用して、自力歩行を支援する事に心が 
けた。 

利用者支援 (入浴) 

日曜日以外は入浴で、疲労回復・爽快感・清潔管理ができるように入浴 
支援を行った。毎日入浴される方、一日おきと自分で決めて入浴され、 
本人の意向でお風呂を楽しまれた。入浴拒否のある方々は、入浴期日を 
記録し、不潔にならない程度に入浴して頂き、強要とならないように注 
意しながら、声掛けの工夫で入浴支援を行った。皮膚状態の観察を常に 
行い、薬塗布や保湿剤使用を行って、皮膚トラブルの予防に努め、必要 
時は医療機関受診で指示薬管理させて頂いた。 

利用者支援 (口腔ケア) 

歯科受診し、白歯や入れ歯の管理を行い、岨囁機能維持向上を図った。 
食後の口腔洗浄液でのうがいや、口腔清拭布使用・入れ歯洗浄とポリデ 
ント浸透で口腔内環境の清潔管理を行った。 

利用者支援 (洗面整容更衣) 

メリハリのある生活を送る為、洗面所で自立や介助での洗面・おしぼり 
での洗面を行い、自立支援を心がけて、出来ないところへの支援を行っ 
た。整容更衣についても声掛けで自立や、一部介助、全介助と個々人に 
合わせた支援に心がけた。 

職員関連事項 毎月、職員会議を開催し、行事企画や行事の反省・事故対策、ケア会議 
外部評価事業を活用する事で、 や取組事項の検証・改善を行いつつ情報を職員間で共有し、統一したケ 
サービスの向上を図る。・職員会 アの実践に取り組んだ。 
議を開催し、行事企画や反省・ 周知事項については、連絡帳で各職員へ周知を図り、報告・連絡・相談 
事故対策等を検討する事で課題 で運営を行った。また職員が施設内・外研修に参加し、情報を得ること 

軽減・情報の共有を図る。職員 が内外研修に参加し自己研鎖し 知識・質を高める、必要な資格 取得を目指す。 

で、職員の資質向上に取り組んだ。 

防災面 定期に訓練を実施する事で緊急 事態に対し、迅速な対応ができ るようにする。地域との防災訓 

定期に訓練を実施し、緊急事態に対し、迅速な対応ができるように訓練 

を実施した。 

地域の統一防災訓練に参加し、地区住民として参加し、施設入所者の方々 

練を実施し入所者の安全な避難 に地域の皆さんも声をかけて頂き、知人の方と話し込む姿もあって、和 
対策が図れるようにする。 やかな交流も図れた。 

安全対策 自立した生活が送れるよう施設や環境の危険個所、利用者のリスクマネ 

ジメントを行い、必要な改善・介護機器の導入等で支援した。年度経過 

中も事故発生時は事故報告書・ヒヤリハットを基にリスクマネジメント 

を行い、検証・改善を行いながら事故対策に取り組んだ。 
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種 別 

期日 名 称 内 容 備 考 

行 事 

4 

2日 ドライブ 日向市東郷町私邸庭見学・桜街道を愛でながら林業センター 日向市東郷 

で食事を桜の花の下で楽しむ 

町・林業セ ンター方面 

4日 さげもん飾り 地域の神舎で行われている、恒例の雛段飾りや、「さげもん」 年の神神社 

月 見学外出 を、たくさん飾ってあり、桜茶、ぜんざいも頂き楽しむ。 

4日 害虫駆除 施設周りの害虫が施設に入り込むことを予防する。 

屋外施設周 辺 

14日 お大師様接待 近くのお大師祭りのお接待を受け、赤飯をおいしくいただく。 木下組合 

18日 健康診断 全利用者、健康診断実施。(血液、尿検査、胸部レントゲン、 西郷病院 

心電図検査) 

29日 外出 近所の行きつけの美容室で、髪切りを行いさっぱりする。 町内 

5 月 

13日 母の日 お母さん方へ、日頃の感謝をこめて、石峠レイクランドで外 石峠レイク 

食を楽しみながら楽しく過ごして頂く。 ランド 

19日 外出 地域で行われる、アトラクション見学に外出し楽しまれる。 

ニーホープ センター 

27日 公民館掃除 上円の住宅組合公民館掃除担当参加 峰公民館 

30日 緊急法講義 施設フロアで緊急時対応法の講義実施研修を行い利用者の 施設フロア 

方々も研修に注目し見学される 

6 月 

8日 屋敷払い 皆さんの健康を願って、和尚様よりお祓いをしていただく。 

利用者 施設 

15日 医大研修生 医大研修医の方2名施設研修で来所、利用者と時間を過ごす 

西郷病院研 修医生 

24日 道路愛護デー 上田の住宅組合の皆さんと道路の草切作業などの掃除を行う 住宅近辺 

28日 外出 美容室へ出かけて皆さんさっぱりする。 日向市 

30日 外出 御田祭の前夜祭で会場へアトラクション見学に出かける SP西郷 

30日 花火見物 祭り前夜祭で花火が挙げられ皆さんで見学する。 施設 

7 月 

1日 祭り見学 御田祭の見学に出かける、あいにくの雨となり神社近くの道 年の神神社 
路で車中から見学する。車の中は賑やかに話が弾む 

七夕飾り作成 七夕用竹切り、飾り作り・飾りつけ、願い事の話題で笑いが 

竹切り 七夕飾り 
絶えない状況であった。 

8 月 

17日 外出 美容室へ出かけリフレッシュ 美郷町 

24日 医大生研修 2名の研修医が施設研修に来られる、納涼祭準備を一緒にして 若宮荘前庭 
いただき、施設行事の在り方を理解していただく。 

28日 誕生会 石峠レイクランドで2名の方の誕生会を開催し、ご家族が出 レイクランド 
席して一緒に食事を楽しみながら語らう。 

9 月 

2目 地区防災訓練 全員で地域の防災訓練に参加し、地域の方々に声を掛けて頂 

西郷消防 広場 
き交流が持てた 

13日 外出支援 敬老会を前に女性で美容室へ散髪に出向く 

日向市 美郷町 

14日 敬老大会 若宮荘内で地域の来賓の方々を招待し、社会に貢献されてこ 

運営推進員 の方々招待 
られた高齢者の方々に感謝の気持ちを込めて、敬老祝賀会を 
開催する。アトラクションに「暁会」の舞踊、カラオケなど 
の披露やご馳走を頂きながら、ひと時を過ごして頂く。 

18日 

誕生会医大研 修医施設研修 

石峠レイクランドで誕生会を開催し、研修生も一緒に加わり レイクランド 
一緒に食事を楽しみながら語らう。 

28日 外出 実家訪問・ショッピングを楽しむ 近隣地区 



10 月 

9目 11目 

外出 自宅訪問で銀杏の実が気がかりで拾う作業を職員と行い、川 西郷 
で銀杏の皮むき作業をしながら、今回も文化祭への出品や販 
売を希望され懸命に作業に取り組む。 

16日 

研修医施設研 修 

宮崎医科大生5名の施設研修があり一緒に御田祭行事等の録 施設 
画を見たり、職員も輪に入り会話を楽しまれるなど和気あい 
あいとした雰囲気で過ごされた。おやつ時間には誕生者のお 
祝いを含めショートケーキを召し上がりお祝いの歌を一緒に 
歌ったり、写真撮影をされ交流する。 

28目 外出 美郷町 町民運動会が開催され、白線のそばで皆さんの競技 

美郷町グラ ンド 
を楽しみ歓声を上げて応援され楽しみ、昼食は施設で弁当を 
作り持参しており食べながら競技を見学され楽しまれる。 

11 月 

2目 外出支援 美容室へ外出しさっぱりされる。 美郷町 

8日 

宮崎医大生研 修性受け入れ 

外出を企画しドライブを行い車中で研修医と会話を楽しむ、 宮台医大生 
帰りは石峠レイクランドで会食し皆さんの様子を見て研修さ 
れる。 

17日 田代大祭開催 子供神輿が施設にきて、利用者はお賽銭を準備してお参りす 施設来所 
る。 

文化祭出品物 搬入 

利用者の自宅で熟した、銀杏のみを拾い洗浄・乾燥を経て袋 文化祭会場 
につめて文化祭会場へ利用者と搬入する。展示物を事前に見 
学させていただく。 

18目 美郷町文化祭 文化祭の出品物もあり、見学に出向きアトラクションの踊り 
や「イロハ座」の寸劇舞踊を前席で見て楽しまれ、食事も会 
場で摂り面白い踊りに感激の様子、出品物も感動し見られる 

神輿行列来所 祭り神輿が施設に来所しお賽銭などを奉納してお参りする。 施設 

25日 予防接種 インフルエンザ予防接種を日向市瀧井病院医院長と看護師が 施設 
来所し注射を行う。事前、ご家族承諾で実施する 

12 

11日 季節行事準備 クリスマス飾りつけ 

14日 

研修医受け入 れ 

1名ゲームや話をされて時間を過ごし、昼食も一緒に取られ 施設 
月 て、皆さんと楽しまれる。 

24日 クリスマス会 クリスマスイブに皆さんでケーキを頂く。サンタも登場し、 施設 
利用者の方もサンタ帽子など被り物をして笑顔で楽しむ。 

28日 外出支援 希望から、自宅へ外出支援、お正月に着用の着物持参する。 自宅 

30日 餅つき 施設フロアで全員参加し餅っきを行い、「昔とった、杵柄」の 施設 

披露で皆さんチームワークよく、活躍された。 

31日 年の瀬 30年度は食卓にオードブルが並び、それぞれと好きなものを 施設 

食べながら年取りをする、お酒はノンアルコールを楽しむ 

1 月 

2日 初 詣 全員で地域の神社に初詣に出かける 年の神神社 

13日 外出支援 実家・母親の存在感から外出希望の支援を行う。 西郷 

23日 誕生会 誕生者祝賀会を施設内で行う「暁会」の皆さんの舞踊、運営 施 設 

推進員の皆さんも参加して楽しいひと時を過ごす。 

25日 外出支援 なじみの美容室でパーマ、髪染めしリフレッシュする。 美郷町 

2 3日 豆まき行事 豆や菓子を鬼にめがけて投げ、皆さんの幸せと健康を祈願。 施設フロア 

月 菓子や福豆を美味しく頂きました。 

17日 地区総会 峰区総会参加 公民館 

21日 医大生研修 宮崎医大生5年生が2名施設研修に見えて、皆さんと一緒に 施設 
野菜の皮むき作業や、タオルなどをたたみ作業を一緒にして 
交流、会食も一緒に施設料理をいただく。 

3 月 

1日 地域祭り外出 北郷、宇納間地蔵祭り外出で楽しむ 北郷 

21日 春彼岸 季節料理おはぎで季節を楽しんでいただく。 施設 

26日 外出支援 なじみの美容室へ出向き髪染め、パーマでさっぱりされる。 西郷 

29日 誕生会’ 3月の誕生者2名のお祝いを開催、ご家族参加・運営推進員 御家族 
参加の元開催、アトラクション「さくら座」舞踊や歌を披露 運営推進員 



平成30年度 防災訓練 P5

種別 期 日 名 称 場 所 内 容 備 考 

防 災 訓 練 

平成30年 消防設備点検 GHみさと 消火器具 スプリンクラー 日動火災通報設 中村消防 

4月10日 備・誘導灯・消防機関へ通報する火災報知設備 

防災設備取扱の職員周知説明 

平成30年 災害時備蓄品 倉庫内 災害時の備蓄品の点検整理を行う 

4月30日 確認・整理 初期消火活動(消火器・ホース) 

平成30年 緊急法講義 施設 心肺蘇生法・骨折時の固定法・誤瞭時の異物除去 
施設フロ ア 

5月30日 法・意識喪失人体位変換法 

平成30年 防災訓練 火点 火点風呂場からの出火を想定して消火活動避 
利用者 職員 

5月31日 風呂場 難誘導訓練を実施する。誘導所要時7分 

撥水訓練実施する 

平成30年 防災訓練 火点 火点:風呂場 自動通報装置稼働確認 
利用者 職員 

6月30日 風呂場 表示板で火災現場確認作業 入所者への情報 

提供 初期消火活動(消火器・ホース) 

平成30年 防災訓練 火点 火点:風呂場 入所者への情報提供 初期消火 
利用者 職員 

8月23目 風呂場 活動(消火器・ホース) 

平成30年 美郷町一斉 老人福祉 地区避難場所指定地へ全利用者避難誘導実施 
地区消防 団員 

9月2日 防災訓練 

館横消防 広場 

訓練後、消火器取扱、撥水訓練・安全な避難、 

消火活動の説明ある 

平成30年 消防設備点検 GHみさと 消火器具 スプリンクラー 日動火災通報設 中村消防 

10月16日 備・誘導灯・消防機関へ通報する火災報知設備 

防災設備点検 

平成30年 災害時研修 瀧井病院 マグニチュード9.0 と発表された東北地方太 
職員 

10月25日 平洋沖地震を事例に緊急事態にどのような対 

処を行うか、南海トラフと呼ばれる海溝の地震 

の対策などの講義がある。 

平成30年 防災訓練 火点 火点:風呂場 入所者への情報提供 初期消火 
利用者 職員 

12月6日 風呂場 活動(消火器・ホース) 

平成31年 防災訓練 火点 火点:風呂場 自動通報装置稼働確認 職員 

1月24日 風呂場 表示板で火災現場確認作業 入所者への情報 

提供 初期消火活動 

平成31年 災害時備蓄用 施設 災害対応力強化についてレジメにて学ぶ 職員 

3月28日 

食品の購入予 定物品確認 

備蓄品の新年度購入品の確認 

平成30年度 健康診断・感染症予防
種別 期日 名 称 会場 内 容 

検 予 平成30年 利用者健康診断 西 郷 入所利用者全員 
診防 

接 

4月18日 病 院 心電図検査 胸部Ⅹ線検査 血液検査 

平成30年 インフルエンザ GH 入所利用者全員 
種 11月25日 予防接種 みさと 担当医 日向市 瀧井病院 瀧井修先生 

検 便 

平成30年 検便 登録衛生 全職員対象毎月検査実施 赤痢菌 

4月一平成 31年3月至 

検査所 

サルモネラ 腸管出血性大 腸菌○○157 
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運 営 推 進 会 議 

平成30年 GH 災害訓練研修会:心肺蘇生法・骨折時の固定法・誤蝶時の異物除去法・意識喪 
5月30日 みさと 失人体位変換法・施設行事報告 29年度年度事業経過報告 入所者情報 

施設介護利用料金説明書 
平成30年 GH 施設行事企画実施情報、利用者受診情報報告 事故発生データ情報 
7月26日 みさと 5月事故報告と対策、記録での経過報告 8月行事計画書 事故報告一覧・個別 

事故報告と対策について 事故後の経過記録書説明 
平成30年 GH 若宮荘・GHみさと合同敬老大会開催し運営推進員の皆様方ご招待 
9月14日 みさと アトラクション舞踊クラブ「暁会」若宮荘内で地域の来賓の方々を招待し、 

家族・社会に貢献されてこられた高齢者の方々に感謝の気持ちを込めて、敬老 
祝賀会を開催する。 

平成30年 GH 施設行事実施記録の説明 次月12月企画行事内容 
11月28目 みさと ヒヤリハット発生報告 
平成31年 GH 誕生会のお祝い会を実施、運営推進員の方々も来賓で招待し、協力頂きながら 
1月23日 みさと 利用者との触れ合いをして頂く アトラクション:舞踊「暁会」舞踊を楽しん 

で頂く 宮崎医大からの研修生が西郷病院より見えて誕生会に参加交流実施。 
平成31年 GH 2名の方の誕生会を開催する。祝賀弁当をいただきながら運営推進員の方々も 
3月29日 みさと 来賓で招待し、協力頂きながら利用者との触れ合いをして頂く 

アトラクション:舞踊・歌のスペシャリスト「さくら座」のショーを楽しむ 

平成30年度 職員会議

各 

4月30日 施設行事反省と5月行事について・ケア会議・事故対策会議 施設フロア 

運営推進会議開催と救急法講習会の件 身体拘束廃止指針、身体拘束廃 全職員 7名 

種 会 

止の考え方、規定を確認 事業計画案の周知事項 

5月30目 施設行事反省・6月行事について・ケア会議 職員周知事項の件 施設フロア 
議 ・事故対策・対策PDCA確認 防災訓練企画確認 全職員 7名 

6月28日 施設行事反省・7月行事について 事故対策・対策PDCA確認 ケア会 施設フロア 

議 事務確認 伝達研修(広瀬) 全職員 7名 

7月31日 施設行事反省・8月行事について・ケア会議・事故対策会議 施設フロア 

伝達研修会 身体拘束廃止について確認 全職員 7名 

8月29日 施設行事反省・9月行事について、伝達研修 施設フロア 

美郷町統一防災訓練について ケア会議無断外出の対応 モニタリング 全職員 
・事故対策PDCA確認 外部評価事業について 

9月30日 施設行事反省・10月行事について、ケア会議 伝達研修 施設フロア 

外部評価の取り組み話し合い 美郷町ゴミ分別について 全職員 7名 

10月29日 施設行事反省・11月行事について・ケア会議 施設フロア 

外部評価事業の件 伝達研修 全職員 7名 

11月23日 施設行事反省・12月行事について・ケア会議 施設フロア 

外部評価事業の取り組みについて 正月帰省について 全職員 
認知症実務者研修職場研修事例検討 

12月30日 施設行事反省・1月行事について・ケア会議 モニタリング 施設フロア 

事故対策PDCA確認 外部評価事業取り組みについて 
6名 

1月25目 施設行事反省・2月行事について・事故対策会議・ケア会議 施設フロア 

外部評価事業について 新規入所者について 感染症予防手洗い方法 全職員 7名 

2月28日 施設行事反省・3月行事について・事故対策・ケア会議 施設フロア 

新規入所者の情報・入所検討持病狭心、症発症時の対応方法について学ぶ 全職員 7名 

3月28日 施設行事反省・4月行事について 利用者受診予定 施設フロア 

ケア会議全利用者・ 事故対策会議 伝達研修会 全職員 7名 
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施 設 外 研 修 

平成30年4月20日 宮崎県認知症高齢者グループホーム連絡協議会 広瀬初子 
県北ブロック研修 

平成30年6月29日 平成30年度 美郷支部総会及び懇親会 徳田央子 

平成30年7月7日 宮崎県認知症高齢者グループホーム連絡協議会 松木サナ子 
第1国全体研修会 再起迄笑顔の認知症グループホームケア 

平成30年7月28日 福祉専門職5団体合同研修会 広瀬初子 

平成30年8月4目 宮崎県認知症ケアスキルアップ研修会 徳田央子 

平成30年9月11日 アンガーマネジメント研修 徳田央子 

平成30年9月29日 宮崎県認知症高齢者がIトゲホーム連絡協議会 管理者研修会 広瀬初子 

平成30年9月13日 宮崎県認知症高齢者グループホーム連絡協議会 松岡英子 
県北ブロック研修会 

平成30年11月19目 介護職員の定着率アップのために今できる事 広瀬初子 

平成30年11月4日 第3回 宮崎県認知症ケアスキルアップ研修会 徳田央子 

平成30年11月17目 施設ケアマネジャー研修 徳田央子 

平成30年11月29日 苦情解決セミナー 広瀬初子 

平成31年12月13日 へ14日 

クレーム対応&メンタルケア研修 河埜貴志 

平成31年12月13日 宮崎県認知症高齢者グループホーム県北部研修会 田原ふみえ 
身体拘束の適正化の為の研修 

平成31年1月22日 コンプライアンス&ハラスメント研修 広瀬初子 

平成31年2月3日 宮崎県認知症高齢者ゲIトゲホーム連絡協議会総会 広瀬初子 

平成31年2月6日 へ7目 

災害対応力強化研修 河埜貴志 

平成31年2月26日 業務改善研修 徳田央子 

平成31年3月16日 宮崎県認知症高齢者グループホーム連絡協議会総会 広瀬初子 

入所者状況

区 南郷区 西郷区 北郷区 計 

男性 1 0 0 1 

女性 2 6 0 8 

計 3 6 0 9 

70歳へ79歳 80歳へ89歳 90歳へ99歳 計 

男性 0 1 0 1 

女性 0 4 4 8 

計 0 5 4 9 

平均年齢状況 最高齢者

男性 女性 

87歳 89歳 

平成30年度 利用者 入・退所状況

男性 女性 

87歳 93歳 

期 日 退所人数 住所 事由 入所者 

平成30年4月19目 1名 北郷 入院・永眠 平成30年4月25目入所者1名 

平成30年7月30日 1名 西郷 清翠園入所 平成30年8月 7目入所者1名 

平成31年2月28日 1名 西郷 在宅復帰 新年度1名新規入所 




